
組立て部品完成図

棚板にキャッチを取付けます。2 フレームに棚板を取付けます。3

フレームにアジャスターを取付けます。1

総耐荷重　40kg

Ver1.0

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

折りたたみシェルフ(100-DESKH031シリーズ)組立説明書
★用意していただくもの・・・・・
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー、電動ドリル

④アジャスター

①フレーム

①フレーム

可動部で指などをはさまない
ように十分ご注意ください。

①フレーム×1個

③キャッチ×8個 ④アジャスター×2個

⑤アンカー×1個 ⑥ナット×1個

⑦転倒防止ベルト×1枚

②棚板×4枚

使用ボルト

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（100-DESKH031Mなど）と上記の部品番号（①～⑪）と
　部品名（ナットなど）をお知らせください。

❶フレームを開きます。 ❷棚板をフレームに取付けます。

⑧ボルトA×8本〔M6×12〕

⑧ボルトA〔M6×12〕

⑪タッピングネジB×1本[4×29]

⑨ボルトB×1本〔M4×20〕

⑩タッピングネジA×16本[3×9]

⑩タッピングネジA[3×9]

⑩タッピングネジA

③キャッチ

②棚板

使用ボルト使用ボルト
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［横から見た図］

※同様に残り3枚の棚板にも
　キャッチを取付けます。

棚板はフレームの回転バーの下に取付けます。前

上

②棚板
回転バー

⑧ボルトA

⑧ボルトA
②棚板①フレーム回転バー



棚板を起こしてフレームに固定します。4 本製品を起こし完成です。5

折りたたみ方法

上

前

前

上

可動部で指などをはさまない
ように十分ご注意ください。

②棚板

フレームのバーにキャッチを差込みます。

※同様に反対側のキャッチも差込みます。

③キャッチ

バー

②棚板

①フレーム

フレームのバーからキャッチを取外します。

※同様に反対側のキャッチも取外します。

③キャッチ

バー

②棚板②棚板

①フレーム

※同様に残り3枚の
　棚板も起こして
　固定します。

可動部で指などをはさまないように十分ご注意ください。

❶本製品を倒します。 ❸フレームを閉じます。❷フレームから棚板を取外し、棚板を倒します。

※同様に残り3枚の棚板も取外します。



転倒防止ベルトをフレームに取付けます。1

アンカーに転倒防止ベルトを取付けて固定します。4

壁面にアンカーを取付ける穴をあけます。2

壁面にアンカーを取付けます。3

⑨ボルトB

⑥ナット

①フレーム

⑦転倒防止ベルト

使用ボルト

［横から見た断面図］

❷本製品を設置する背面の壁に転倒防止ベルトを伸ばしてアンカーを打つ場所に
印をつけます。

❷電動ドリルを使い、壁に印をつけた
　箇所に直径5.0～6.0mm、
　深さ約30mmの下穴をあけます。

⑤アンカー ⑤アンカー ⑤アンカー

⑦転倒防止ベルト

⑦転倒防止ベルト

⑪タッピングネジB
⑦転倒防止ベルト

⑪タッピングネジB

⑤アンカー壁内部

※アンカーは全て穴に入るように奥まで
　差し込みます。

0.5mm

電動ドリル

前

前

前

前

［横から見た図］

⑦転倒
　防止
　ベルト①フレーム

鉛筆などで印を
つけます。

アンカーはフレームより上に取付けます。

壁

⑨ボルトB〔M4×20〕

使用ボルト

⑪タッピングネジB[4×29]

BJ/AJ/HADaSz
〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1
TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381

サンワダイレクト

転倒防止ベルトの取付け方法

取付ける前に

本製品に付属している
転倒防止金具は必要に応じて
ご使用ください。

!

各家屋によって壁面の構造や
強度は異なります。
本書に記載してある取付け
方法を参考にして、工事業者
様が専門的に壁面を診断の上、
十分な強度を持つ最適な方法を
決めて工事を行ってください。

!


